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緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
建
築
物
等
の

　
　
　
　
　
　
　耐
震
対
策
を
支
援
し
ま
す

○

市
都
市
計
画
図
に
示
さ
れ
た
国
勢
調
査
の
人
口
集
中
地
区
内

○

昭
和
５６
年
５
月
３１
日
以
前
に
建
築
さ
れ
た
緊
急
輸
送
道
路
の

沿
道
建
築
物
等

○

建
築
物
は
、
耐
震
改
修
の
促
進
に
関
す
る
法
律
に
定
め
る
建

築
物
で
あ
る
こ
と

○

住
宅
は
、
い
ず
れ
か
の
部
分
の
高
さ
が
、
当
該
部
分
か
ら
前

面
の
緊
急
輸
送
道
路
の
境
界
線
ま
で
の
水
平
距
離
に
、
道
路

の
幅
員
の
２
分
の
１
に
相
当
す
る
距
離
を
加
え
た
も
の
を
超

え
る
住
宅
※
（
自
己
所
有
で
自
ら
居
住
す
る
も
の
を
除
く
）

○

建
築
基
準
法
の
規
定
に
適
合
し
て
い
る
建
築
物
等

○
補
強
設
計
・
耐
震
改
修
・
建
て
替
え
を
行
う
場
合
は
、
構
造

が
耐
震
上
著
し
く
危
険
ま
た
は
劣
化
が
進
ん
で
い
る
、
耐
震

診
断
に
よ
る
Ｉ
Ｓ
の
値
が
０
・
６
未
満
で
あ
る
こ
と

他
に
も
要
件
が
あ
る
た
め
、
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

※
自
己
所
有
で
自
ら
居
住
す
る
も
の
は
、
５
月
号
広
報
紙
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　市
で
は
、
地
震
発
生
時
に
お
け
る
建
築
物
等
の
倒
壊
に

よ
る
緊
急
輸
送
道
路
の
閉
塞
を
防
ぎ
、
避
難
や
救
援
救
急

活
動
、
緊
急
物
資
の
輸
送
等
の
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、

緊
急
輸
送
道
路
沿
道
の
住
宅
・
建
築
物
の
耐
震
診
断
や
耐

震
補
強
設
計
、
耐
震
改
修
、
建
て
替
え
を
支
援
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
の
要
件

補助率と補助限度額

補助対象区域内緊急輸送道路図

注
意

建
築
課

　☎
２３

−

３
９
４
２

　
　
　
　
　２３

−

３
９
６
７

問
い
合
わ
せ
先

Ｆ

建築物
（住宅以外）

　 耐震診断 補強設計 耐震改修 建て替え

補助率 ３分の２ ３分の２ ３分の２ ３分の２

限度額 ４００万円／棟 ４００万円／棟 ６，０００万円／棟 ６，０００万円／棟

住宅
（自己所有で
自ら居住する
ものを除く）

　 耐震診断 耐震改修（補強設計含む） 建て替え

補助率 ３分の２ ２分の１ 補助なし

限度額 ６万円／敷地 ６０万円／敷地 補助なし
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　本
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税

納
税
通
知
書
は
、
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
（
年
金
天
引
き
）
の

事
務
手
続
き
の
た
め
、
６
月
中

旬
に
発
送
し
ま
す
。
第
１
期
納

期
限
（
７
月
２
日
）
ま
で
あ
ま

り
日
数
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
期

限
内
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

　な
お
、
納
期
限
ま
で
に
納
付

が
困
難
な
場
合
は
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　所
得
税
は
平
成
２３
年
分
か
ら
、

市
民
税
・
県
民
税
は
平
成
２４
年

度
分
か
ら
適
用
さ
れ
ま
し
た
。

○
「
所
得
控
除
か
ら
手
当
へ
」
等

の
観
点
か
ら
、
子
ど
も
手
当

の
創
設
に
伴
っ
て
、
年
少
扶

養
親
族
（
１５
歳
ま
で
）
に
対
す

る
扶
養
控
除
（
所
得
税
は
３８

万
円
、
市
民
税
・
県
民
税
は
３３

万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

○

高
校
の
実
質
無
償
化
に
伴
い
、

１６
歳
か
ら
１８
歳
ま
で
の
特
定

扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養
控

除
の
上
乗
せ
部
分
（
所
得
税

は
２５
万
円
、
市
民
税
・
県
民

税
は
１２
万
円
）
が
廃
止
さ
れ

ま
し
た
。

納
税
通
知
書
の
発
送

所
得
税
、
市
民
税
・

　
　
　
県
民
税
の
改
正

−

扶
養
控
除
の
見
直
し

−

扶養控除額新旧対照表 所　得　税 市民税・県民税

　 旧 新 旧 新

一般の扶養親族
年少（０～１５歳） ３８０，０００円 ０円 ３３０，０００円 ０円

成年（２３～６９歳） ３８０，０００円 ３８０，０００円 ３３０，０００円 ３３０，０００円

特定扶養親族
１６～１８歳 ６３０，０００円 ３８０，０００円 ４５０，０００円 ３３０，０００円

１９～２２歳 ６３０，０００円 ６３０，０００円 ４５０，０００円 ４５０，０００円

老人扶養親族
（７０歳～）

同居老親等以外 ４８０，０００円 ４８０，０００円 ３８０，０００円 ３８０，０００円

同居老親等※ ５８０，０００円 ５８０，０００円 ４５０，０００円 ４５０，０００円

※「同居老親等」とは、７０歳以上で、同居の本人または配偶者の直系尊属（両親、祖
父母など）

平
成
２４
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税

知っていますか？固定資産税に関する届け出

税
務
課
市
民
税
係

　☎
２３

−

３
９
２
２

　家屋の評価額を算出するため、間取りや仕上げを確
認する家屋調査が必要です。職員が調査に伺いますの
で、連絡してください。

　「家屋滅失届」を提出してください。取り壊しの翌年
度から課税されなくなります。
○取り壊した家屋の所在する土地が、住宅用地に対す

る課税標準の特例を受けている場合、土地の税額が
上がることがあります。

○登記している家屋は、法務局で滅失登記の手続きを
してください。

　「家屋補充台帳登録（未登記家屋）の所有者変更届」を
提出してください。この届け出がないと、従前の所有
者に課税されます。

（未登記家屋＝法務局に登記されていない家屋）

売買・贈与などの場合
○旧所有者と新所有者の印鑑登録証明書（売買契約書

などの写しを添付すれば、印鑑登録証明書は不要）
相続の場合
○新所有者と変更の時期が確認できる書類（遺産分割

協議書など）
○遺産分割協議書などがない場合は、相続人全員の同

意書（実印を押印したもの）と印鑑登録証明書を提
出してください。

税務課資産税係　☎２３−３９２２家屋を新築・増築したとき

　相続人の代表者は「相続人代表者指定届」を提出
してください。法務局での所有権移転登記が完了
するまでの間、納税通知書などを受け取る相続人
の代表者を指定する必要があります。

　住宅を店舗にするなど、家屋の用途変更に伴い
土地の使用状況が住宅用地から非住宅用地に、ま
たは非住宅用地から住宅用地に変わったときは、

「住宅用地異動申告書」を提出してください。土地
の税額が変わる場合があります。

○納税管理人申告（承認申請）書
○納税管理人変更（取り消し）申請書
○土地利用状況変更届出書
○被災住宅用地申告書
○非課税申告書
○減免申請書
○住宅耐震改修に伴う固定資産税減額申請書
○バリアフリー改修に伴う固定資産税減額申請書
○省エネ改修に伴う固定資産税減額申請書
など、詳しくは問い合わせてください。

土地・家屋の所有者や納税義務者が
　　　　　　　　　　　死亡したとき

土地の使用状況が変わったとき

その他の届け出

家屋の全部または一部を取り壊したとき

売買や贈与、相続などで
　　未登記の家屋の所有者が変更したとき

添付書類



4

　差
別
問
題
や
家
庭
内
の
問
題

（
夫
婦
、
親
子
、
結
婚
、
離
婚
、

扶
養
、
相
続
な
ど
）、
隣
近
所
の

も
め
ご
と
や
外
国
人
差
別
の
問

題
な
ど
で
困
っ
て
い
る
人
は
、

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　相
談
は
無
料
で
、
相
談
内
容

の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

○

６
月
１
日
（
金
）

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー

○

６
月
１
日
（
金
）

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

○

６
月
１２
日
（
火
）

　午
前
１０
時
～
午
後
３
時

　豊
浜
福
祉
会
館
老
人
談
話
室

　差
別
や
人
権
侵
害
の
な
い
地

域
や
職
場
づ
く
り
の
た
め
、
自

治
会
の
会
合
や
職
場
研
修
に
講

師
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。（
無
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
、
順
不
同
）

五
味

　勲

　（
高
屋
町
）

　
　
　
　☎
２５

−

１
６
７
９

西
山

　節
子
（
出
作
町
）

　
　
　
　☎
２５

−
０
８
９
３

森
脇

　豊
子
（
柞
田
町
）

　
　
　
　☎
２４

−
２
４
１
７

三
宅

　哲
子
（
観
音
寺
町
）

　
　
　☎
２５

−

３
０
４
１

合
田

　朝
子
（
観
音
寺
町
）

　
　
　☎
２５

−

４
２
９
１

吉
田
千
惠
子
（
八
幡
町
三
丁
目
）

　☎
２５

−

５
６
８
１

北
村

　豊
美
（
古
川
町
）

　
　
　
　☎
２５

−

７
４
６
０

小
山

　利
幸
（
新
田
町
）

　
　
　
　☎
２７

−

６
４
５
０

藤
岡

　修

　（
大
野
原
町
内
野
々
）
☎
５４

−

４
４
１
７

竹
内

　保
壽
（
大
野
原
町
大
野
原
）
☎
５４

−

２
９
７
６

守
谷

　信
雄
（
大
野
原
町
大
野
原
）
☎
５４

−

３
５
３
３

今
村

　峯
子
（
大
野
原
町
中
姫
）

　☎
５４

−

３
２
２
７

川
上

　裕
子
（
豊
浜
町
和
田
）

　
　☎
５２

−

５
７
３
６

畑
須
美
子
（
豊
浜
町
姫
浜
）

　
　☎
５２

−

６
６
８
６

石
川

　昌
幸
（
豊
浜
町
箕
浦
）

　
　☎
５２

−

３
２
３
４

阪
上

　耕
造
（
豊
浜
町
和
田
浜
）

　☎
５２

−

３
２
６
６

　無
作
為
に
抽
出
し
た
６
千
人
を
対
象
に
、

人
権
・
同
和
問
題
意
識
調
査
を
行
い
ま
す
。

　調
査
は
無
記
名
で
行
い
、
今
後
の
人
権
・

同
和
行
政
推
進
の
基
礎
資
料
に
し
ま
す
。
６

月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
て
調
査
票
を
郵
送

し
ま
す
の
で
、
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

　自
治
基
本
条
例
や
ま
ち
づ
く

り
条
例
に
は
、
ま
ち
を
ど
の
よ

う
に
つ
く
る
の
か
、
ま
ち
づ
く

り
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か
と

い
う
基
本
理
念
や
基
本
原
則
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　基
本
理
念
と
は
、
ま
ち
を
つ

く
る
際
の
基
本
的
な
考
え
方
の

こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
基
本
理

念
を
進
め
る
た
め
の
よ
り
具
体

的
な
考
え
方
を
、
基
本
原
則
と

し
て
定
め
ま
す
。
そ
れ
ら
の
内

容
は
、
自
治
体
の
目
指
す
方
向

に
よ
っ
て
多
少
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
も
市

民
と
議
会
、
行
政
の
み
ん
な
で

ま
ち
を
つ
く
っ
て
い
く
た
め
に

と
て
も
大
切
な
も
の
で
す
。

　で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

原
則
に
は
ど
う
い
っ
た
も
の
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
主
な
例

と
し
て
、
次
の
五
つ
の
原
則
が

あ
り
ま
す
。

　①
住
民
自
治
の
原
則
と
は
ど

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
そ

れ
は
、
地
域
の
こ
と
は
市
民
の

参
加
を
得
て
、
市
民
の
意
思
に

基
づ
き
、
そ
の
責
任
に
お
い
て

行
う
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　そ
の
た
め
に
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
主
体
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
人
権
が
保
障
さ
れ
、
そ

の
個
性
や
能
力
が
十
分
に
発
揮

さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　次
回
は
、
②
情
報
共
有
の
原

則
か
ら
説
明
し
ま
す
。

人
権
啓
発
指
導
員
制
度

特
設
人
権
相
談

人
権
擁
護
委
員

　
人
権
・
同
和
問
題
意
識
調
査

協
力
し
て
く
だ
さ
い

６
月
１
日
は
人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
課

　☎
２３

−

３
９
２
８

～
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
原
則
～

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
む
け
て
⑦

　
　企
画
課

　☎
２３

−

３
９
１
７

①住民自治の原則

②情報共有の原則

③参加の原則

④協働の原則

⑤地域尊重の原則
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　男
女
が
、
互
い
に
人
権
を
尊

重
し
な
が
ら
責
任
も
喜
び
も
分

か
ち
合
い
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
、
個
性
と
能
力
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
社
会
の
実
現
に
向

け
、
毎
年
６
月
２３
日
か
ら
２９
日

ま
で
の
一
週
間
を
男
女
共
同
参

画
週
間
と
し
、
全
国
各
地
で
さ

ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
が
行
わ
れ

ま
す
。

　市
で
は
、
平
成
２１
年
３
月
に

「
観
音
寺
市
男
女
共
同
参
画
計

画
」
を
策
定
し
、「
男
女
が
と
も

に
認
め
合
い
、
と
も
に
支
え
合

う
ま
ち
」
を
基
本
理
念
に
、
男

女
共
同
参
画
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん

の
男
女
共
同
参
画
に
対
す
る
意

識
は
、
ど
れ
く
ら
い
変
わ
っ
て

き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
で

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い

う
考
え
方
に
同
感
し
ま
す
か
？
」

と
い
う
意
識
調
査
を
行
い
ま
し

た
。
そ
の
結
果
「
同
感
す
る
」
と

い
う
人
の
割
合
は
、
平
成
２０
年

の
４６
・
３
％
に
対
し
、
平
成
２３

年
は
１７
・
５
％
と
大
幅
に
減
少

し
ま
し
た
。

　社
会
の
変
化
に
伴
い
、
男
女

共
に
働
く
家
族
形
態
が
一
般
的

に
な
っ
て
き
て
い
る
今
、
男
女

の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
に

対
す
る
考
え
方
も
着
実
に
変
化

し
て
い
ま
す
。

　男
女
共
同
参
画
週
間
を
機
会

に
「
男
性
だ
か
ら
」
と
か
「
女

性
だ
か
ら
」
と
い
う
こ
と
で
は

な
く
、
自
分
自
身
が
仕
事
や
家

庭
、
地
域
で
、
ど
の
よ
う
な
力

を
発
揮
で
き
る
か
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
、
い
ま
一
度
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
週
間　
６
月
２３
日
～
２９
日

正
し
い
認
識
で
明
る
い
社
会
を

市
民
の
人
権
・
同
和
問
題
に
関
す
る
意
識
シ
リ
ー
ズ

　
　
　
　女
性
の
人
権
（
１
）

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
男
女

が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
な
が

ら
、
そ
の
個
性
と
能
力
を
十
分

に
生
か
せ
る
社
会
を
み
ん
な
で

つ
く
り
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　日
本
の
女
性
は
、
戦
前
ま
で

政
治
的
に
も
社
会
的
に
も
、
極

め
て
低
い
地
位
に
置
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
戦
後
は
憲
法
や
民

法
の
改
正
な
ど
に
よ
り
、
地
位

は
大
き
く
向
上
し
ま
し
た
。
ま

た
「
女
子
差
別
撤
廃
条
約
」
や

「
男
女
雇
用
機
会
均
等
法
」
「
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」
が

成
立
し
、
法
制
度
は
整
っ
て
き

ま
し
た
。

　し
か
し
日
常
生
活
で
は
、
ま

だ
ま
だ
女
性
の
人
権
が
守
ら
れ

て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
か
「
職

場
で
の
お
茶
出
し
や
掃
除
は
女

の
仕
事
」「
女
の
く
せ
に
…
」「
女

が
土
俵
に
上
が
る
こ
と
を
禁
じ

る
」
な
ど
と
い
う
声
を
聞
い
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
こ
れ
ら
は
、
昔
な
が

ら
の
固
定
的
な
役
割
分
担
意
識

だ
っ
た
り
科
学
的
根
拠
の
な
い

迷
信
だ
っ
た
り
し
ま
す
。

　そ
の
ほ
か
に
も
、
夫
や
パ
ー

ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、

売
買
春
、
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な

ど
、
女
性
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま

す
。　日

々
、
心
穏
や
か
に
快
適
な

おめでとう
　　　ございます

平成２３年度
　　人権作品優秀賞

大野原小学校６年
森　鼓太朗さん

観音寺中学校３年
尾幡　希里子さん
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第
４７
回

　銭
形
ま
つ
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
！

２０１２
日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選
手
権
観
音
寺
大
会

　こ
と
し
も
、
観
音
寺
市
の
夏
を
彩
る
一
大
イ

ベ
ン
ト
「
銭
形
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
手
伝
っ
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

を
募
集
し
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
手
で
盛
り

上
げ
ま
し
ょ
う
。
学
生
も
歓
迎
で
す
。

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　第
４７
回
銭
形
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　
　
　

　
（
観
音
寺
商
工
会
議
所
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　☎
２５

−
３
０
７
３

　９
月
２
日
（
日
）
に
、
琴
弾
公
園
内
有
明
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
中
心
に
「
２
０
１
２
日
本
学
生
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
選

手
権
観
音
寺
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
と
し
も
、

学
生
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
日
本
一
の
座
を
目
指

し
て
熱
く
戦
い
ま
す
。

　迫
力
あ
る
レ
ー
ス
を
間
近
で
観
戦
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
限
界
に
挑
戦
す
る
選
手
た
ち
に
、
大
き
な
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

　ま
た
、
大
会
当
日
は
交
通
規
制
な
ど
で
皆
さ
ん
に
大

変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　交
通
整
理
や
選
手
へ
の
給
水
な
ど
に
携
わ
っ
て
も
ら

え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

多
く
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

日
時

　９
月
２
日
（
日
）

　
　
　
　午
前
９
時
～
午
後
３
時
３０
分
ご
ろ

●

場
所

　有
明
グ
ラ
ウ
ン
ド
会
場
と
周
辺
大
会
コ
ー
ス

●

人
数

　４
５
０
人

●

申
込
受
付

　６
月
１８
日
（
月
）
ま
で

●

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　☎
２３

−

３
９
４
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　２３

−

３
９
５
４

銭形よさこい２０１２
銭形親子潮干狩り
ＴＨＥ　ＺＥＮＩＧＡＴＡ　ＬＩＶＥ

第１６回銭形踊りコンテスト
花火

９
月
２
日（
日
）開
催

７月１５日（日）

７月１６日（祝）

水
泳
１
・
５
キ
ロ
、
自
転
車
４０
キ
ロ
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
１０
キ
ロ
の
計
５１
・
５
キ

ロ
を
、
一
人
の
選
手
が
連
続
で
走
り

き
る
過
酷
な
レ
ー
ス

ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

ことしも、感動を再び
！

Ｆ
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進めようリサイクル
生活環境課　☎２５−２６９８生活環境課　☎２５−２６９８

種　類 平成２２年 平成２３年 増　減

可燃ごみ 948.14 930.88 △ 17.26

新　　聞 30.85 38.49 7.64

雑誌・ざつ紙 46.83 43.08 △ 3.75

段ボール 19.87 18.61 △ 1.26

（単位：トン）ごみの収集状況（３月）
種　類 平成２２年 平成２３年

新　　聞 333.91 347.91

雑誌・ざつ紙 322.69 363.46

段ボール 220.05 225.20

合　　計 876.65 936.57

（単位：トン）紙類の収集状況（年間）

　「新聞」「雑誌・ざつ紙類」「段ボール」を分別収集し

資源ごみとして再利用することで、ごみ処理費を削減

することができます。平成２３年度に収集した紙類の約

９３６トンを燃やすより、資源として再利用することで

焼却処理費を約２，２００万円削減でき、約４３０万円の売

り払い金がありました。また、資源を有効活用するこ

とで環境保全にもなります。

　可燃ごみの中には、リサイクルできる紙類がまだま

だ多く混在しています。

　紙類の分別収集に、協力をお願いします。

紙類の分別収集に
協力してください

６月は環境月間

家庭にはたくさんの
　　　紙類があります

　「新聞」「雑誌・ざつ紙類」「段ボール」などほと

んどの紙類は、再生利用することができます。

　特に、家庭から出る紙類には多くの「ざつ紙類」

があります。お菓子やティッシュペーパーなど日

用品の箱、封筒、はがき、カレンダーなどさまざ

まなものが紙で作られています。これらは、再生

紙や段ボールなどに再利用することができます。

紙類の出し方
　雑誌などの紙類は、ひもで十字に縛って

ください。

　「ざつ紙類」は、新聞や段ボールのよう

にうまく縛ることができない場合がありま

すので、紙袋に入れるなどして出してくだ

さい。また、収集時に袋が破れたり風で飛

んだりするため、紙袋の袋の口は、縛るか

クラフトテープなどでとめてください。

7

　空き地は、雑草が生い
茂り、ごみが散乱したり
悪臭や虫が発生したりし
て、周辺住民の迷惑にな
ることがあります。また、
タバコの投げ捨てで火事につながる場合も
あります。
　春から夏にかけては、特に雑草が茂る季
節です。空き地の所有者は、草刈りをする
など適正な管理をお願いします。

　柞田川流域の水環境保全推進を目的に設立された柞田川
流域水環境保全推進協議会が、会の愛称と柞田川保全の標
語を流域の小・中学生から募集し、内５つの標語の立て看
板を作成・設置しました。
会の愛称「柞田川の未来を守る会」
標語「守ろうよ　田園都市と　柞田川」

　「柞田川　みんなのいのちを　育てる川」
　「百年先も　残しませんか　小さな命のすむ川を」
　「柞田川　増えるといいな　ホタルの光」
　「母なる川　それでもあなたは　捨てますか？」

　また、会では数カ月ごとに河川清掃をして環境保全に努
めています。

柞田川の環境保全活動 空き地の適正な管理を
お願いします
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　第３０回全日本バウンドテニス選手権大会出場選手の
激励会がありました。選手代表の谷さんは「自分の力
を精一杯出したい。生涯スポーツとして楽しく続けて
いきたい」と大会に向けての意気込みとバウンドテニ
スへの思いを語りました。市内には愛好者が多く、現
在５チームのメンバーがコートで汗を流しています。

仲間を増やしながら楽しく続けたい16
4

30
4

　ことしで３７回目を迎えた市民健脚大会に、４歳から
７７歳までの７５人が参加し、市民会館から琴平町高燈

とう

籠
ろう

までの約２２キロメートルを歩きました。長い道のりで
したが、新鮮な空気をおなかいっぱい吸い込んだり、
新緑や花を楽しんだり。みんなで励まし合いながら、
約６時間半かけてゴールしました。

新緑の中をウオーキング29
4

憩いの場の５周年を盛大に祝う
　西讃ふくろうセンター５周年を記念して、手話ニュース
キャスター・木村晴美氏を迎え講演会が行われました。ま
た、５年の歩みを振り返るスライドショーやマジックショ
ー、手話コーラス、手作り小物の販売など盛りだくさんの
内容で、聴覚障がい者の憩いの場の５周年をお祝い。県外
からも多くの人が訪れ、一日中にぎわっていました。

　年に２回行われている銭形砂ざらえ、毎回多くの市
民らの協力により、きれいな形を保つことができてい
ます。この日も約４５０人が力を合わせて、太くしっか
りした文字にするため、文字の上や斜面に分かれて輪
郭を整えたり、丁寧に草抜きをしたりして修復作業を
しました。参加者の皆さんありがとうございました。

声をかけ合って作業29
4

　４月２３日から５月１２日の子ども読書週間に合わせ、
子どもたちに本や図書館に親しみを持ってもらおうと、
中央図書館で子ども映画会を開催しました。昨年公開
になった「カーズ２」の最新作が上映され、親子ら約
６０人が、壁面いっぱいに映し出された大迫力の画面に
見入っていました。

図書館ではこんなイベントも29
4
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　「五郷の日」（５月５日）に公式ホームページが地域
の人たちに公開されました。参加者は、ホームページ
やウェブの内容説明の講習を受けた後、バーベキュー
をして懇談。五郷の住民が中心となってつくる「五郷
里づくりの会」では、今後はホームページを通して五
郷の魅力等を知ってもらい、活性化につなげていきた
いと話していました。

五郷公式ホームページを公開5
5

　連休の初日、市内外から５７人が参加して花稲漁港で
地引網体験がありました。地元漁協の協力で１５０メー
トル沖まで船で網を張り、参加者が長い網を引き寄せ
ると、チヌやスズキ、サヨリなどの魚が大漁で、子ど
もたちからは大きな歓声がおきていました。終了後に
は、一の宮公園で捕れたて鮮魚のバーベキュー。家族
や友人連れらが、瀬戸内海の新鮮な味を楽しんでいま
した。

地引網体験、大漁に大歓声

　赤やピンク、薄桃色のツツジが満開の豊浜駅で、つ
つじ祭がありました。地元須賀自治会・青年会が２週
間も前から準備をした恒例の祭りは、晴天で大盛況。
訪れた家族連れなどは、見ごろのツツジをカメラに収
めたり餅つき体験をしたり青空市で買い物を楽しんだ
りして楽しいひとときを過ごしていました。

　健康づくりグラウンド・ゴルフ大会が一の宮公園の
芝生広場であり、７４人が参加しました。起伏のあるコ
ースや海風に苦戦しながらも、徐々にこつをつかみ、
「よっしゃ」という力強い声が聞こえる場面も。毎日
練習している人も、試合に出るのは初めてという小学
生も、狙いを定めて真剣な表情を見せていました。

傾斜に悪戦苦闘

ころころキャンディ～上手に転がして
　市総合体育館で、市内１１保育所（園）の４、５歳児
の親子らが集まり、第７回保育まつりが開催されまし
た。この日のためにそれぞれの保育所（園）で練習を
重ねてきたお遊戯をみんなで合わせて踊ったり、おう
ちの人と協力してだるま運び等の競技をしたり。体育
館は春の一日を楽しむ笑い声や歓声が響いていました。

　伊吹小・中学校の児童生徒１９人が自転車シミュレー
ターを使って、安全な自転車操作を学習しました。島
内では自転車に乗ることが少ない子どもたちに、観音
寺警察署員が伊吹島に出張して指導。子どもたちは、
実際に自転車のペダルを踏みながらシミュレーターを
体験し、安全運転を再確認していました。

咲き誇り、にぎわった豊浜駅つつじ祭5
6

5
9

5
3

5
13

5
14 自転車の安全な乗り方を学んだよ
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　８７
歳
の
高
橋
正
澄
さ
ん
は
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
や
ヨ
ー
ガ
、
陶

芸
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
楽
し
み
を

見
つ
け
て
い
ま
す
。
何
事
も
や

り
始
め
た
ら
面
白
い
と
、
長
年

続
け
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
す
。

　ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
歴
は
約
２５
年
。

全
国
大
会
で
３
位
と
い
う
好
成

績
を
収
め
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

毎
朝
２
時
間
の
練
習
は
健
康
に

も
良
く
、
す
が
す
が
し
い
一
日

が
始
ま
り
ま
す
。

　８７
歳
と
は
思
え
な
い
し
っ
か

り
し
た
体
は
、
若
い
こ
ろ
の
運

動
に
加
え
、
筋
力
維
持
の
た
め

約
２０
年
続
け
て
い
る
月
２
回
の

ヨ
ー
ガ
の
お
か
げ
と
言
い
ま
す
。

ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
の
仲
間
と
、
ビ

デ
オ
に
合
わ
せ
て
全
身
を
動
か

し
、
深
い
呼
吸
で
心
を
落
ち
つ

か
せ
ま
す
。

　自
宅
で
ゆ
っ
た
り
過
ご
す
時

間
も
、
高
橋
さ
ん
流
の
楽
し
み

方
が
あ
り
ま
す
。
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
で
ひ
と
汗
流
し
た
後
は
、
新

聞
を
約
２
時
間
読
み
、
次
は
陶

芸
。
最
も
熱
が
入
る
の
は
出
来

上
が
り
を
イ
メ
ー
ジ
し
な
が
ら

形
成
す
る
と
き
で
、
作
っ
た
食

器
は
食
事
に
使
い
ま
す
。
自
分

で
使
っ
て
初
め
て
重
さ
や
形
の

良
し
あ
し
が
分
か
る
そ
う
で
、

創
作
意
欲
が
さ
ら
に
高
ま
り
ま

す
。　午

後
の
穏
や
か
な
時
間
に
は
、

静
か
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
お

気
に
入
り
の
場
所
で
、
読
書
や

昼
寝
も
し
ま
す
。
読
書
は
、
自

分
と
同
じ
年
代
の
作
者
の
本
が
、

共
感
が
持
て
て
読
み
や
す
い
と

か
。
ま
た
夕
食
前
に
は
、
健
康

に
良
い
と
言
わ
れ
る
赤
ワ
イ
ン

を
飲
み
ま
す
。

　優
し
い
笑
顔
で
話
を
し
て
く

れ
た
高
橋
さ
ん
。
め
り
は
り
の

あ
る
生
活
で
毎
日
が
充
実
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

い
つ
ま
で
も
現
役

　
　
　
　何
事
も
や
り
始
め
た
ら
面
白
い

 
 
 

石 川 怜
れ

奈
な

ちゃん

父 淳一さん　　母 奈美さん
（村黒町）

 

 

細 川 凌
りょう

聖
せい

ちゃん

父 剛志さん　　母 利奈さん
（茂木町）

大 谷 優
ゆう

太
た

ちゃん

父 景太さん　　母 英里さん
（流岡町）

石 村 奏
そ

詠
うた

ちゃん

父 創さん　　母 泰子さん
（大野原町大野原）

 
 

瀬 尾 柚
ゆず

季
き

ちゃん

父 陽一さん　　母 愛さん
（大野原町中姫）

髙 橋 寿
ひさ

都
と

ちゃん

父 正隆さん　　母 隆子さん
（柞田町）

満１歳の子どもを募集
　６月１日から６月２９日まで９月生ま
れの子どもを募集します。ただし、応
募多数の場合は先着順になります。

平成２３年６月生まれ

高
橋　
正
澄
さ
ん（
大
野
原
町
中
姫
）
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み
ん
な
の
輪

神し
ん

伝で
ん

真し
ん

正せ
い

早は
や

渕ぶ
ち

流り
ゅ
う

剣け
ん

詩し

舞ぶ

道ど
う

観
音
寺
支
部

　
　
　
　
　
張
り
つ
め
た
空
気
の
中
で
、
優
美
な
舞

　は
か
ま
姿
で
扇

を
持
ち
、
詩
吟
に

合
わ
せ
て
舞
う
剣

詩
舞
道
。
扇
を
刀

や
や
り
、
な
ぎ
な

た
、
杯
な
ど
に
見

立
て
て
、
物
語
を

表
現
し
ま
す
。
そ

ん
な
剣
詩
舞
道
に

魅
せ
ら
れ
た
会
員

２８
人
の
内
、
観
音

寺
支
部
で
は
５
人

が
、
毎
週
金
曜
日

に
南
公
民
館
で
約

２
時
間
け
い
こ
を

し
て
い
ま
す
。
詩

吟
を
き
っ
か
け
に
剣
詩
舞
道
に

も
興
味
を
持
ち
、
約
２０
年
か
ら

３５
年
、
家
族
の
協
力
も
あ
り
長

く
続
い
て
い
ま
す
。

　詩
吟
は
、
古
来
よ
り
作
ら
れ

て
い
る
漢
詩
・
和
歌
に
独
特
の

節
を
つ
け
て
吟
じ
ま
す
。
剣
詩

舞
道
で
は
、
舞
の
動
き
を
覚
え

る
前
に
、
詩
吟
に
詠
わ
れ
て
い

る
時
代
や
情
景
を
知
る
こ
と
か

ら
始
ま
り
ま
す
。
次
に
、
詩
文

に
合
わ
せ
て
動
き
を

つ
け
ま
す
。
力
強
い

動
き
や
優
し
く
丁
寧

な
動
き
、
ま
っ
す
ぐ

な
目
線
な
ど
、
足
先

か
ら
頭
の
先
ま
で
集

中
し
て
表
現
し
ま
す
。

文
化
祭
へ
の
出
演
や

施
設
へ
の
慰
問
、
秋

祭
り
で
の
奉
納
の
舞

な
ど
発
表
の
場
も
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

詩
吟
以
外
に
も
、
観

客
に
よ
り
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
、

歌
謡
吟
詠
と
呼
ば
れ

る
歌
謡
曲
と
詩
吟
の
ア
レ
ン
ジ

曲
も
使
い
ま
す
。
ま
た
、
試
験

を
受
け
て
常
に
向
上
心
を
忘
れ

ず
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　会
で
は
、
み
ん
な
が
好
き
な

こ
と
を
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
よ

う
に
、
会
員
同
士
の
輪
を
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
同
じ
楽
し
み

を
共
有
す
る
中
で
、
技
が
磨
か

れ
て
く
る
と
代
表
の
矢
野
さ
ん

は
話
し
て
い
ま
す
。

６月は食育月間です
　「食育」という言葉は、１８８９年（明治３１年）に、石

いしづか

塚左
さ

玄
げん

（福

井県出身）という医者が、著書「通俗食物養生法」の中で「体

育智育才育は即ち食育なり」と述べたところからきています。

左玄は今から１００年以上前に「人の心身は食によってつくられ

る」と言い、「食」と「食育」の重要性を唱えています。

　６月は食育月間です。家庭で「ごはんは左、お汁は右」とい

う基本的なことを子どもたちに話したり、朝ごはんを家族そろ

って食べる回数を増やしたりするなど「食育」について考えて

みませんか。

　今月は給食の人気メニューで、簡単に作れるヘルシーなおか

らハンバーグを紹介します。レンコンに挟んで揚げたり目玉焼

きをのせて丼にしたりとアレンジをして、お子さんと一諸にク

ッキングを楽しんでください。

おからハンバーグ
　　　（５個分）

おから…１００ｇ、鶏肉ミンチ…１５０ｇ、食塩…小

さじ１／２、タマネギ…１００ｇ、生パン粉…カッ

プ１、卵…１個、調味料（スキムミルク…大さじ

２、しょうが汁…少々、しょうゆ…小さじ１、砂

糖…小さじ２、酒小さじ…２）、甘酢あん（しょ

うゆ…大さじ１／２、みりん…小さじ１、酢…小

さじ１、砂糖…大さじ１、水…大さじ３、でんぷ

ん…小さじ１／２）

材　料 ❶タマネギをみじん切りにしていためる。

❷おからは、細かくほぐしておく。

❸鶏肉ミンチに冷ましたタマネギとパン粉、おか

らとほかの材料を合わせて粘りが出るまでよく

こねる。丸めてフライパンで両面を焼く。

❹最後に甘酢あんをかけて完成。好みのソースで

もよい。

※生パン粉は、乾燥パン粉カップ２／３に、牛乳

または水カップ１／３を混ぜたものでもよい。

作り方

食育コーナー 学校給食課　☎５７−６６６０

献立

★麦ごはん　★おからハンバーグ

★セロリのジャコいため　★ミニトマト

★キャベツのみそ汁　★牛乳
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て
承
認
さ
れ
る
と
、
保
険
料
が

免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　申
請
は
、
住
民
票
が
あ
る
市

町
村
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
で

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
所

得
審
査
が
必
要
で
す
。
所
得
が

な
い
場
合
で
も
必
ず
税
務
申
告

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●

申
請
免
除

本
人
や
配
偶
者
、
世
帯
主
の

す
べ
て
の
所
得
が
一
定
額
以

下
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る

の
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
人

全
額
免
除
、
一
部
免
除
（
４

分
の
１
、
半
額
、
４
分
の
３
）

●

若
年
者
納
付
猶
予
制
度

学
生
で
な
い
３０
歳
未
満
の
人

で
、
本
人
や
配
偶
者
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
（
所

得
の
高
い
世
帯
主
と
同
居
し

て
い
る
た
め
、
申
請
免
除
が

認
め
ら
れ
な
か
っ
た
人
）

　
　
　全
額
を
猶
予

●

承
認
期
間

　７
月
か
ら
翌
年
６
月
（
１
月

か
ら
６
月
の
間
に
申
請
し
た
場

合
は
、
そ
の
年
の
６
月
）
ま
で

全
額
免
除
ま
た
は
若
年
者
納

付
猶
予
（
一
部
を
除
く
）
の

承
認
を
受
け
た
人
が
、
翌
年

度
以
降
も
引
き
続
き
免
除
ま

た
は
猶
予
の
申
請
を
希
望
す

　市
で
は
、
住
み
慣
れ
た
地
域

で
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
、

地
域
福
祉
計
画
を
策
定
し
て
い

ま
す
。
本
年
度
、
そ
の
計
画
を

見
直
す
た
め
、
策
定
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

　
　７
月
～
平
成
２５
年
３
月

　（
策
定
委
員
会
は
５
回
）

４
月
１
日
現
在
で
２０
歳
以
上

の
市
内
在
住
の
人
で
、
地
域

福
祉
の
推
進
に
関
心
が
あ
る

人
（
市
の
審
議
会
な
ど
の
委

員
を
２
つ
以
上
兼
ね
て
い
る

人
や
市
議
会
議
員
、
市
職
員

は
除
く
）

　２
人
程
度

　６
月
１
日
（
金
）
～
２２
日
（
金
）

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
子
育
て
支

援
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

（「
地
域
福
祉
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
意
見
や
感
想
が
あ
れ
ば
、

申
込
用
紙
に
添
付
）

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
２

　
　
　
　
　
　２３

−

３
９
２
９

　三
重
県
や
愛
知
県
で
の
戸
籍

不
正
取
得
事
件
を
受
け
て
、
住

民
票
の
写
し
等
の
不
正
請
求
や

不
正
取
得
を
抑
止
す
る
た
め
、

７
月
か
ら
住
民
票
の
写
し
等
の

第
三
者
交
付
に
係
る
本
人
通
知

制
度
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

事
前
に
登
録
し
た
人
の
住
民
票

の
写
し
や
戸
籍
謄
本
な
ど
を
、

第
三
者
に
交
付
し
た
と
き
に
、

本
人
に
通
知
す
る
制
度
で
す
。

　皆
さ
ん
の
個
人
情
報
を
守
る

た
め
に
登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

事
前
登
録
が
で
き
る
人

　市
内
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
人
や
本
籍
が
あ
る
人
（
除
票
・

除
籍
を
含
む
）

登
録
方
法

　本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許

証
や
保
険
証
な
ど
）
を
持
参
し
、

７
月
２
日
（
月
）
か
ら
市
民
課
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
２
４

　市
民
課
市
民
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
２
４

　経
済
的
な
理
由
や
天
災
・
失

業
な
ど
で
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
、
申
請
し

る
と
き
は
、
申
請
者
記
入
欄

の
「
は
い
」
に
○
を
付
け
て

申
請
す
る
と
、
継
続
し
て
申

請
が
あ
っ
た
も
の
と
し
ま
す
。

●

承
認
を
受
け
た
期
間

①
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
資

格
期
間
に
す
べ
て
含
ま
れ
ま
す
。

②
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
を
請

求
す
る
と
き
は
、
納
付
済
期

間
と
同
じ
取
り
扱
い
に
な
り

ま
す
。

③
老
齢
基
礎
年
金
の
計
算
方
法

④
１０
年
以
内
な
ら
追
納
可
能

日
本
年
金
機
構
善
通
寺
年
金

事
務
所

　☎
０
８
７
７

−

６
２

−

１
６
６
１

７
月
か
ら
開
始

住
民
票
の
写
し
等
の
第
三
者

交
付
に
係
る
本
人
通
知
制
度

危機管理課を設置します

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
と
き
の「
免
除
制
度
」

地
域
福
祉
計
画

　
　
策
定
委
員
を
募
集

免除の種類 計算方法

全額免除期間分 全額納付した場合の２分の１

４分の１納付期間分 全額納付した場合の８分の５

半額納付期間分 全額納付した場合の８分の６

４分の３納付期間分 全額納付した場合の８分の７

若年者納付猶予期間分 年金額への反映なし

　近年大型化する台風や今後予想される巨大

地震などに備えて、危機管理体制の充実・強

化を図るために、６月１日から危機管理課を

設置します。市民の皆さんのさらなる安全・

安心の確保に努めます。

☎２３−３９４０（場所は市役所３階）

・地域防災計画に関すること

・国民保護に関すること

　　　　　　　　　　　など

・消防団・海防団に関すること

・自主防災組織に関すること

　　　　　　　　　　　など

政策部
危機管理課

管　理　係

地域防災係

Ｆ

保
険
料

任
期

保
険
料
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　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

　「
子
ど
も
手
当
」
は
平
成
２４
年

４
月
か
ら
「
児
童
手
当
」
に
変

わ
り
ま
し
た
。
児
童
手
当
は
、

次
代
を
担
う
児
童
の
健
や
か
な

成
長
の
た
め
に
、
中
学
校
修
了

ま
で
の
児
童
を
養
育
す
る
親
な

ど
に
手
当
を
支
給
す
る
制
度
で

す
。
支
給
金
額
は
年
齢
や
生
ま

れ
順
、
受
給
者
の
所
得
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
。

　毎
年
６
月
１
日
現
在
の
状
況

を
把
握
し
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
給
す
る
要
件
を
確
認
す

る
た
め
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
る
人
は
、
６
月
末
ま
で
に

「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
現
況
届
の
手

続
き
が
必
要
な
人
に
、
６
月
上

旬
に
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
左

表
の
日
程
を
確
認
し
て
、
受
付

場
所
で
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。受

給
者
本
人
の
健
康
保
険
証

の
写
し
、
印
鑑

現
況
届
が
未
提
出
の
場
合
は
、

６
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を

受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
忘
れ
ず
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

公
務
員
は
、
勤
務
先
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
が
児
童
福
祉
施
設
に
入

所
し
て
い
る
な
ど
、
手
当
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　現
況
届
は
、
引
き
続
き
年
金

を
受
給
す
る
資
格
が
あ
る
か
否

か
に
つ
い
て
、
毎
年
１
回
受
給

権
者
か
ら
の
届
け
出
に
よ
り
確

認
す
る
も
の
で
す
。
現
在
農
業

者
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
は
、

現
況
届
を
６
月
２９
日
（
金
）
ま
で

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
用
紙
は
、
農
業
者
年

金
基
金
か
ら
送
付
さ
れ
ま
す
。

　未
提
出
の
場
合
に
は
、
年
金

の
支
払
い
が
一
時
差
し
止
め
に

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
事
務
局

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
４
８

大
野
原
支
所

　
　
　
　
　☎
５４

−

５
７
０
０

豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

　子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
６
２

●

児
童
扶
養
手
当

次
の
要
件
な
ど
に
該
当
す
る

児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
母

な
ど

○

父
母
の
離
婚
な
ど
で
、
父
ま

た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し

て
い
な
い
児
童
（
一
人
親
家
庭
）

○

父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児

童
（
一
人
親
家
庭
）

○

父
ま
た
は
母
が
重
度
の
障
が

い
の
状
態
に
あ
る
児
童

児
童
が
１８
歳
の
誕
生
日
以
後

最
初
の
３
月
３１
日
ま
で
（
心

身
に
中
程
度
以
上
の
障
が
い

が
あ
る
児
童
は
、
２０
歳
の
誕

生
日
の
前
日
ま
で
）

公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
、

児
童
が
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
ま
た
は
事
実
婚
が
あ

る
な
ど
、
手
当
を
受
け
ら
れ

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●

特
別
児
童
扶
養
手
当

精
神
ま
た
は
身
体
に
一
定
以

上
の
障
が
い
が
あ
る
児
童
を

家
庭
で
養
育
し
て
い
る
人

児
童
が
２０
歳
の
誕
生
日
の
前

日
ま
で

児
童
手
当
の
現
況
届
を

　
提
出
し
て
く
だ
さ
い

６
月
は
農
業
者
年
金

　
　
現
況
届
の
提
出
月

申
請
が
必
要
で
す

児
童
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

受
給
期
間

受
給
期
間

受付日 対象地区 受付場所

６月１８日（月）
１９日（火）

観音寺町、茂木町、茂西町、
有明町、八幡町、天神町、
坂本町、幸町、栄町、昭和
町、南町、三本松町、琴浪
町、瀬戸町

子育て支援課
（社会福祉センター
１階ロビー）
☎２３−３９６２

２０日（水） 高屋町、室本町

２１日（木）
流岡町、村黒町、植田町、
出作町

２２日（金）
２５日（月）
２６日（火）

柞田町

２７日（水） 木之郷町、粟井町

２８日（木） 新田町、原町、池之尻町

２９日（金）
中田井町、本大町、古川町、
吉岡町

６月２９日（金） 伊吹町
伊吹支所
☎２９−２１１１

６月１９日（火） 五郷、上之段

大野原支所
☎５４−５７００

２０日（水） 萩原、下組

２１日（木） 花稲、小山

２２日（金） 紀伊、中姫

６月１９日（火） 姫浜

豊浜支所
☎５２−１２００

２０日（水） 和田浜

２１日（木） 和田

２２日（金） 箕浦

○ 都合がつかない人は対象地区以外の日でも受け付けます。
○ 午前９時から午後４時までに来られない人は、２７日（水）と２８日

（木）、２９日（金）のみ、午後７時まで社会福祉センター１階ロビ

ーで受け付けます。

現況届受付日程表

（受付時間：午前９時～午後４時）

提
出
先
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約
３
千
株
の
色
と
り
ど
り
の

ア
ジ
サ
イ
が
咲
き
誇
る
境
内

で
、
バ
ザ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り
実
行
委

員
会
（
粟
井
公
民
館
内
）

　
　
　
　☎
２７

−
６
２
０
９

　豊
浜
支
所
☎
５２

−

１
２
０
０

　海
岸
と
河
川
の
一
斉
清
掃
を

行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

７
月
１
日
（
日
）

午
前
６
時
～
午
前
７
時

豊
浜
地
区
の
海
岸
線
一
帯
と

河
川

雨
天
の
場
合
は
８
日
（
日
）

６
月
３
日（
日
）

豊
浜
中
学
校

６
月
５
日（
火
）

伊
吹
小
・
中
学
校

６
月
１０
日（
日
）

観
音
寺
中
学
校
／
中
部
中
学
校

６
月
２４
日（
日
）

大
野
原
中
学
校

　総
務
課
文
書
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
０
０

　市
民
が
参
加
で
き
、
よ
り
開

か
れ
、
信
頼
さ
れ
る
市
政
を
目

指
す
た
め
に
公
文
書
公
開
条
例

を
制
定
し
て
い
ま
す
。

　平
成
２３
年
度
の
公
文
書
公
開

請
求
件
数
は
１０
件
で
、
公
開
決

定
が
４
件
、
一
部
公
開
決
定
が

６
件
で
し
た
。
な
お
、
不
服
申

し
立
て
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　学
校
教
育
課
指
導
係

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
８

　学
校
教
育
へ
の
関
心
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
、
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
科
書
を
展
示
し

ま
す
。

　６
月
１５
日
（
金
）
～
２８
日
（
木
）

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

　（
月
曜
日
休
館
）

観
音
寺
市
中
央
公
民
館
２
階

図
書
室

　観
音
寺
市
消
費
者
友
の
会
で

は
、
消
費
者
が
自
主
的
な
学
習

お
よ
び
実
践
活
動
を
通
じ
て
消

費
者
の
生
活
安
定
と
向
上
を
図

り
、
賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め

の
勉
強
会
や
料
理
講
習
会
、
研

修
旅
行
な
ど
、
年
７
回
程
度
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　消
費
者
友
の
会
に
参
加
し
、

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

市
内
に
在
住
し
、
消
費
者
問

題
に
関
心
が
あ
る
人

年
会
費
５
０
０
円

　（
別
途
実
費
が
必
要
）

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
３
３

　商
工
観
光
課

　
　
　
　
　☎

２３

−

３
９
３
３

６
月
１６
日
（
土
）

午
後
２
時
～
午
後
５
時

６
月
１７
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
３
時

粟
井
神
社
境
内

会
員
募
集

観
音
寺
市
消
費
者
友
の
会

第
２６
回
粟
井
あ
じ
さ
い
祭
り

海
岸
・
河
川
の
一
斉
清
掃

　
　
　
　
　

 （
豊
浜
地
区
）

資
源
回
収
予
定

平
成
２３
年
度

公
文
書
公
開
の
実
施
状
況

教
科
書
展
示
会

ＡＲＴ ＳＥＴＯＵＣＨＩ ２０１３
　　芸術祭通信　ｖｏｌ．１

商工観光課　☎２３−３９３３ 中西讃の島々の開催スケジュール

直島など前回と同じ島々の開催スケジュールは、

今後決定します。

芸術祭会期（平成２５年） 会場

春 ３月２０日（祝）～４月２１日（日） 沙弥島（坂出市）

夏 ７月２０日（土）～９月１日（日） 伊吹島（観音寺市）

秋 １０月５日（土）～１１月４日（休）

本島（丸亀市）

高見島（多度津町）

粟島（三豊市）

　「瀬戸内国際芸術祭」は、瀬戸内の島々にア
ートなどを展示し、美しい瀬戸内海の風景と島
の文化や暮らしを楽しむ祭典です。前回は直島
や豊島、犬島など７つの島々を舞台に平成２２年
７月１９日から１０月３１日までの１０５日間開催し、
総計９３万人が来島しました。
　来年は、中西讃の島々も会場に加えて、春・
夏・秋の３期間に分けて芸術祭を開催します。
伊吹島も、夏期の会場になることが決定しまし
た！芸術祭の詳細が決まり次第、お知らせして
いきます。

伊吹島

市内のアート作品を紹介する
地図を作成しました。マップを
片手に市内を巡ってみませんか？

問い合わせ先
　商工観光課　☎２３−３９３３

伊吹島が、来年開催の
　　　　瀬戸内国際芸術祭の会場に

「かんおんじ まるごと美術館マップ」が完成！
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　が
ん
検
診
を
次
の
日
程
で
行

い
ま
す
。
年
に
１
度
は
検
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
。

　ま
だ
申
し
込
ん
で
い
な
い
人

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

胃
が
ん
、
子
宮
が
ん
、
乳
が

ん
、
結
核
・
肺
が
ん

子
宮
が
ん
＝
２０
歳
以
上

６
月
３
日
（
日
）

午
前
９
時
～
正
午

保
健
セ
ン
タ
ー

歯
の
検
診
（
希
望
者
の
み
）
、

歯
の
相
談
、
歯
磨
き
指
導
、

フ
ッ
素
塗
布
（
６
歳
以
下
）
、

口
腔
が
ん
検
診
な
ど

年
齢
制
限
な
し

無
料

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
４

と
が
大
切
で
す
。

　こ
の
運
動
が
地
域
に
定
着
し
、

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
明
る

い
社
会
に
な
る
よ
う
に
「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
の
輪
を

広
げ
ま
し
ょ
う
。

６
月
８
日
（
金
）

午
後
１
時
か
ら

中
部
中
学
校
体
育
館

６
月
２６
日（
火
）

午
前
９
時
～
正
午

大
野
原
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー

７
月
６
日（
金
）

午
前
９
時
～
正
午

豊
浜
福
祉
会
館

８
月
２３
日（
木
）

午
前
９
時
～
正
午

市
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

胃
が
ん
、
乳
が
ん
、
肺
が
ん

　
　
　
　
　
　
　＝
４０
歳
以
上

　結
核
＝
６５
歳
以
上

胃
が
ん
、
乳
が
ん
検
診
は
、

こ
と
し
か
ら
時
間
予
約
検
診

を
行
い
ま
す
。
必
ず
申
し
込

み
が
必
要
で
す
。

子
宮
・
乳
が
ん
は
２
年
に
一

度
の
検
診
で
す
。
平
成
２３
年

度
に
受
け
た
人
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
４

　毎
年
７
月
は
、
法
務
省
主
唱

の「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

強
調
月
間
で
す
。

　こ
の
運
動
は
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
罪
を
犯
し
た
人
や

青
少
年
の
改
善
更
生
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
、
安
全
な
地
域
社

会
を
築
こ
う
と
す
る
全
国
的
な

運
動
で
す
。

　罪
を
犯
し
た
人
や
非
行
の
あ

る
少
年
も
、
地
域
社
会
で
暮
ら

す
一
人
で
あ
り
、
矯
正
施
設
な

ど
で
罪
を
償
い
教
育
を
受
け
る

こ
と
に
な
っ
た
人
も
、
い
ず
れ

は
改
善
更
生
し
て
社
会
に
復
帰

し
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

よ
り
良
い
社
会
の
実
現
を
担
う

立
場
に
あ
り
ま
す
。

　更
生
と
社
会
復
帰
を
実
効
あ

る
も
の
に
す
る
た
め
に
、
家
庭

や
学
校
、
職
場
の
す
べ
て
の
人

が
地
域
の
問
題
と
し
て
と
ら
え
、

理
解
し
協
力
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　ま
た
、
犯
罪
や
非
行
か
ら
立

ち
直
ろ
う
と
す
る
人
た
ち
の
意

欲
を
認
め
て
地
域
の
中
に
受
け

入
れ
、
見
守
り
支
え
て
い
く
こ

がん検診　６月の日程表
受付日時 種類 場所

　８日（金）
１１日（月）

　８：３０～１１：００ 胃がん 保健センター

１２日（火）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

保健センター　８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

１３日（水）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

保健センター　８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

１４日（木）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

保健センター　８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

１５日（金）

　８：３０～　９：３０ 乳がん

保健センター　８：３０～１１：００ 胃がん

１３：３０～１４：３０ 子宮がん

１８日（月）

１０：００～１０：３０

結核・肺がん

香川豊南農協田野々集荷場

１１：００～１１：２０ 海老済集会場

１３：３０～１５：３０ 香川豊南農協萩原支所

１９日（火）

　９：３０～１１：００

結核・肺がん

大野原いきいきセンター

１３：００～１４：００ 香川豊南農協五郷支所

１４：３０～１５：３０ 萩のふるさと会館

２０日（水）

　９：００～１０：００

結核・肺がん

安井公民館

１０：３０～１１：３０ 大野原会館

１３：３０～１５：３０ 中姫ふれあい会館

２１日（木）

　９：３０～１１：００

結核・肺がん

雇用促進住宅大野原宿舎

１３：００～１４：００ 花稲研修センター

１４：３０～１５：３０ 中林集会場

２２日（金）

　９：００～１０：１０

結核・肺がん

白坂公民館

１０：４０～１１：３０ 石砂集会場

１３：３０～１５：００ 香川豊南農協紀伊支所

２５日（月）
　９：３０～１１：３０

結核・肺がん 大野原いきいきセンター
１３：００～１５：００

が
ん
検
診

歯
の
衛
生
週
間
ま
つ
り

第
６２
回
　社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　
　
　
　
　
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ

市
内
中
学
校
生
徒
弁
論
大
会

更
生
保
護
相
談
開
設
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女
子
の
部

（
男
女
混
合
の
部
と
重
複
不
可
）

１
チ
ー
ム
６
人
以
内
（
選
手

４
人
）

○

１
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
未
満

○

２
部
＝
平
均
年
齢
４５
歳
以
上

男
女
混
合
の
部

男
性
２
人
ま
で

６
月
２４
日
（
日
）

午
前
８
時
１０
分
か
ら
受
け
付
け

市
立
総
合
体
育
館

市
内
在
住
ま
た
は
市
内
に
勤

務
す
る
人

３
０
０
円
／
人
（
保
険
料
含
む
）

６
月
１２
日
（
火
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
４
１

７
月
１
日
～
２９
日
の
毎
週
日

曜
日
（
全
５
回
）

午
後
１
時
～
午
後
３
時

観
音
寺
東
小
学
校
プ
ー
ル

５
歳
以
上
で
保
護
者
が
付
き

添
え
る
人

３０
人

１
、
０
０
０
円
／
人

６
月
２２
日
（
金
）
ま
で

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
４
１
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　市
民
の
健
康
増
進
や
食
育
推

進
を
盛
り
込
ん
だ
健
康
づ
く
り

の
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
に
参
加
す
る
人

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

市
内
在
住
の
２０
歳
以
上
の
人

２０
人

６
月
１５
日
（
金
）
ま
で

　保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
６
４

Ａ
コ
ー
ス
（
約
５
㎞
）

稲
積
山
登
山
約
２
時
間
、

ビ
ー
チ
ウ
オ
ー
ク
約
１
時
間

Ｂ
コ
ー
ス
（
約
２
㎞
）

江
甫
草
山
登
山
約
１
時
間
、

ビ
ー
チ
ウ
オ
ー
ク
約
１
時
間

７
月
７
日
（
土
）
午
前
９
時
受

け
付
け
（
小
雨
決
行
）

有
明
ふ
れ
あ
い
海
岸
集
合

５
０
０
円
（
保
険
料
な
ど
）

子
ど
も
は
無
料

７
月
１
日
（
日
）
ま
で

（
当
日
受
け
付
け
可
）

　香
川
県
里
山
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ガ
イ
ド
組
合
西
讃
担
当

☎
０
９
０

−

１
３
２
８

−

１
２
８
３

食
べ
て
治
し
て
ハ
ッ
ピ
ー
ラ
イ
フ

ア
ン
チ
エ
イ
ジ
ン
グ
②

６
月
８
日
（
金
）

午
後
２
時
～
午
後
３
時

健
康
学
習
＝
誤
嚥え
ん

性
肺
炎
と

そ
の
予
防
／
お
口
の
健
康
で

若
さ
を
保
つ
健
口
レ
ッ
ス
ン

６
月
２２
日
（
金
）

午
前
１０
時
～
正
午

調
理
実
習
＝
歯
ご
た
え
が
大

切
、
よ
く
噛
む
メ
ニ
ュ
ー

腎
臓
病
教
室

調
理
実
習
＝
夏
メ
ニ
ュ
ー

６
月
２１
日
（
木
）

午
前
１０
時
３０
分
～
正
午

夜
間
糖
尿
病
教
室

食
事
療
法
〈
ま
っ
ぷ
〉
使
用

６
月
１４
日
（
木
）

午
後
６
時
～
午
後
７
時

定
員
１０
人

男
性
の
調
理
実
習

お
味
噌
汁
で
野
菜
を
た
く
さ
ん

食
べ
よ
う

６
月
６
日
（
水
）

午
前
１０
時
～
午
後
零
時
３０
分

調
理
実
習
は
実
費
６
０
０
円

各
教
室
と
も
予
約
が
必
要

　三
豊
総
合
病
院
企
業
団
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　☎
５２

−

２
７
２
６

７
月
１
日
（
日
）

午
前
８
時
３０
分
か
ら
受
け
付
け

観
音
寺
東
小
学
校
体
育
館

キ
ン
ボ
ー
ル
、
ド
ッ
ヂ
ビ
ー

な
ど

市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

５０
人

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ
ル

な
ど

６
月
２２
日
（
金
）
ま
で

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
４
１

市
民
の
健
康
を
考
え
よ
う

プ
ラ
ン
策
定
へ
参
加
者
募
集

里
山
・
里
浜
を
歩
こ
う

七
宝
・
有
明
ビ
ー
チ
ウ
オ
ー
ク

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

春
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

三
豊
総
合
病
院
健
康
教
室

参
加
者
募
集

　
ち
び
っ
こ
水
泳
教
室

参
加
者
募
集　
健
康
づ
く
り

フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

ス ポ ー ツ 行 事

地区体育祭予定

月　日 地　区　名 開会式 会　場

６／３
（日）

豊浜町（第６回世代ふれ
あいスポーツ大会）

９：００～
高須賀夕映え
公園

月　日 行　　　　　事

６／１６・１７
四国アイランドリーグｐｌｕｓ公式戦
１３：００～／総合運動公園

１７
第７回観音寺市障害者スポーツ大会
１０：００～／市立総合体育館

２３
第１４回体力つくりゲートボール大会
　８：００～／総合運動公園

２４
平成２４年度地区別町別男子ソフトボール大会
　９：００～／総合運動公園

７／７
西日本ドッジボール大会
　９：００～／市立総合体育館

７・８・１４
三観地区中学校総合体育大会野球競技
　８：００～／総合運動公園ほか１会場

７・１４
三観地区中学校総合体育大会サッカー競技
　８：００～／総合運動公園

８
第２９回中田杯一般男女バレーボール大会
　９：００～／市立総合体育館
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７
月
３
日
～
８
月
７
日
の
毎

週
火
・
金
曜
日
（
全
１０
回
）

午
後
７
時
３０
分
～
午
後
９
時

３０
分

市
総
合
運
動
公
園
テ
ニ
ス
コ

ー
ト

６０
人

観
音
寺
市
体
育
協
会

　市
民
ス
ポ
ー
ツ
課

　
　
　
　☎
２３

−

３
９
４
１

　６
月
２４
日
（
日
）

昭
和
５８
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
な
ど

６
月
５
日
（
火
）
ま
で

香
川
県
人
事
委
員
会
事
務
局

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

３
７
１
２

h
ttp
://w
w
w
.p
ref.k

a
g
a
w
a
.

lg
.jp
/jin
jii/sa

iy
o
u
/

　保
護
者
が
道
路
上
の
交
通
事

故
が
原
因
で
死
亡
し
た
り
、
重

い
後
遺
障
が
い
で
働
け
な
く
な

っ
た
り
し
た
た
め
、
経
済
的
に

修
学
が
困
難
な
高
等
学
校
以
上

の
生
徒
や
学
生
に
、
奨
学
金
を

貸
与
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

公
益
財
団
法
人
交
通
遺
児
育

英
会

☎
０
１
２
０

−

５
２
１
２
８
６

　自
動
車
事
故
で
死
亡
し
た
人

の
満
１６
歳
未
満
の
子
ど
も
が
加

入
で
き
ま
す
。
加
入
年
齢
に
応

じ
た
拠
出
金
を
払
い
込
む
こ
と

で
、
満
１９
歳
に
達
し
た
月
ま
で
、

年
齢
に
応
じ
た
育
成
給
付
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

　財
団
法
人
交
通
遺
児
等
育

成
基
金

☎
０
１
２
０

−

１
６

−

３
６
１
１

　農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度

の
加
入
申
請
期
限
は
７
月
２
日

（
月
）
ま
で
で
す
。
本
年
度
は
、

昨
年
度
同
様
に
水
田
に
お
け
る

作
物
お
よ
び
麦
、
大
豆
、
そ
ば
、

な
た
ね
の
畑
作
物
が
対
象
で
す
。

　申
請
が
ま
だ
の
人
は
、
最
寄

り
の
Ｊ
Ａ
支
店
ま
た
は
中
国
四

国
農
政
局
高
松
地
域
セ
ン
タ
ー

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

中
国
四
国
農
政
局
高
松
地
域

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
７

−
８
３
１

−

８
１
８
５

　女
性
へ
の
暴
力
や
離
婚
に
関

す
る
諸
問
題
、
職
場
で
の
差
別

な
ど
、
女
性
の
権
利
一
般
に
関

す
る
無
料
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

６
月
２６
日
（
火
）

午
前
１０
時
～
午
後
４
時

電
話
相
談

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

面
接
相
談
（
要
予
約
）

香
川
県
弁
護
士
会
館

（
高
松
市
丸
の
内
２

−

２２
）

香
川
県
弁
護
士
会

☎
０
８
７

−

８
２
２

−

３
６
９
３

～
輝
く
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
は
、

地
域
で
始
め
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　
　
　
　
　
　活
動
か
ら
～

７
月
１３
日
（
金
）

市
民
会
館
中
ホ
ー
ル

四
国
学
院
大
学
教
授

　
　
　
　大
山
治
彦
氏
ほ
か

６０
人
程
度
（
先
着
順
）

５
０
０
円
（
ラ
ン
チ
）

対
象
要
件
な
ど
詳
し
く
は
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　（
公
財
）
香
川
県
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会

☎
０
８
７

−

８
３
２

−

７
８
３
３

　育
児
・
介
護
休
業
法
の
改
正

で
、
こ
れ
ま
で
適
用
除
外
さ
れ

て
い
た
次
の
３
つ
の
制
度
が
７

月
１
日
か
ら
適
用
に
な
り
ま
す
。

育
児
短
時
間
勤
務
制
度

　３
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る

従
業
員
が
希
望
す
れ
ば
、
１
日

の
労
働
時
間
を
原
則
と
し
て
６

時
間
と
す
る
。

所
定
外
労
働
の
制
限

　３
歳
未
満
の
子
を
養
育
す
る

従
業
員
が
希
望
す
れ
ば
、
所
定

労
働
時
間
を
超
え
て
（
残
業
）

労
働
さ
せ
て
は
い
け
な
い
。

介
護
休
暇

　要
介
護
状
態
に
あ
る
対
象
家

族
の
介
護
そ
の
他
の
世
話
を
行

う
従
業
員
は
、
対
象
の
家
族
が

１
人
で
あ
れ
ば
年
５
日
、
２
人

以
上
で
あ
れ
ば
年
１０
日
ま
で
休

暇
を
取
得
で
き
る
。

香
川
労
働
局
雇
用
均
等
室

☎
０
８
７

−

８
１
１

−

８
９
２
４

　観
音
寺
警
察
署

　
　
　
　
　☎

２５

−

０
１
１
０

　６
月
は
「
外
国
人
労
働
者
問

題
啓
発
月
間
」
で
、
外
国
人
労

働
者
の
適
正
な
雇
用
や
不
法
滞

在
・
不
法
就
労
防
止
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　来
日
外
国
人
が
安
心
し
て
生

活
で
き
る
よ
う
に
、
防
犯
指
導

や
交
通
安
全
指
導
を
す
る
と
と

も
に
、
不
法
滞
在
等
の
悪
質
な

外
国
人
に
対
す
る
取
り
締
ま
り

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　外
国
人
を
雇
用
す
る
と
き
に

は
、
必
ず
パ
ス
ポ
ー
ト
等
で
在

留
資
格
や
在
留
期
間
を
確
認
し

て
く
だ
さ
い
。

参
加
者
募
集

観
音
寺
市
テ
ニ
ス
教
室

女
性
の
権
利
１
１
０
番

申
請
は
済
み
ま
し
た
か
？

交
通
遺
児
育
成
基
金

交
通
遺
児
育
英
会

　
　
　
奨
学
生
の
募
集

平
成
２４
年
度
県
職
員
等

採
用
試
験（
大
学
卒
業
程
度
）

外
国
人
の
不
法
滞
在
・

不
法
就
労
防
止
へ
協
力
を

事
業
主
の
皆
さ
ん
へ

参
加
者
募
集

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
入
門

　
　
　
一
日
セ
ミ
ナ
ー

17

第
一
次
試
験
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初
め
て
参
加
す
る
人
は
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
保

健
対
策
課
☎
２５

−

２
０
５
２

　子
ど
も
の
教
育
や
就
学
な
ど

で
悩
ん
で
い
る
人
は
、
体
験
学

習
や
授
業
参
観
に
気
軽
に
来
て

く
だ
さ
い
。
希
望
す
る
人
は
事

前
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

６
月
２２
日
（
金
）
午
前
９
時
３０

分
～
午
前
１１
時
３０
分

　県
立
香
川
西
部
養
護
学
校

　
　
　
　☎
２５

−
１
７
７
５

６
月
１３
日
（
水
）
～
１５
日
（
金
）

午
後
１
時
～
午
後
４
時

６
月
１２
日
（
火
）
ま
で
に
要
予
約

香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
相
談
室

新
規
就
農
を
予
定
の
人
、
就

農
５
年
以
内
の
人

　香
川
県
西
讃
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
☎
６２

−

３
０
７
５

　不
法
電
波
は
、
携
帯
電
話
な

ど
に
障
害
を
与
え
る
だ
け
で
な

く
、
消
防
や
救
急
、
警
察
な
ど

　赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
は
地
域
の

宝
物
。
そ
ん
な
す
て
き
な
笑
顔

で
皆
さ
ん
と
楽
し
い
交
流
の
機

会
を
設
け
よ
う
と
「
地
域
を
赤

ち
ゃ
ん
の
笑
顔
で
元
気
に
写
真

展
」
を
し
ま
す
。

　市
内
在
住
の
ゼ
ロ
歳
か
ら
２

歳
ま
で
の
子
ど
も
を
撮
影
し
て
、

写
真
展
を
行
い
ま
す
。
参
加
費

は
無
料
で
、
撮
影
し
た
写
真
１

枚
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
元

気
で
か
わ
い
い
モ
デ
ル
を
募
集

し
ま
す
。
参
加
を
希
望
す
る
人

は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

子
育
て
応
援
Ｎ
Ｐ
Ｏ
フ
レ
ン
ズ

　
　
　
　☎
２４

−

８
６
９
０

６
月
１３
日
（
水
）
午
後
１
時
３０

分
～
午
後
３
時
３０
分

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所
会
議
室

市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

年
金
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
学

ぶ
／
交
流
会
・
情
報
交
換

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

図書館だよりLibrary News 今月のおすすめ本

リサイクル雑誌・付録・本の配布コーナー

人
命
に
か
か
わ
る
重
要
無
線
通

信
に
ま
で
深
刻
な
影
響
を
与
え

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
電
波
の

利
用
に
は
、
原
則
と
し
て
免
許

が
必
要
で
す
。
ル
ー
ル
を
守
っ

て
正
し
く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　総
務
省
四
国
総
合
通
信
局

　☎
０
８
９

−
９
３
６

−

５
０
５
５

　「
売
電
収
入
で
月
々
の
ロ
ー
ン

が
賄
え
る
」
と
言
わ
れ
、
訪
問

販
売
で
太
陽
光
発
電
を
契
約
し

た
が
話
が
違
っ
た
、
な
ど
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
は
、

消
費
者
の
環
境
意
識
の
高
ま
り

や
補
助
金
制
度
、
余
剰
電
力
の

買
い
取
り
制
度
に
よ
り
普
及
し

て
い
ま
す
。
設
置
に
当
た
っ
て

は
、
複
数
の
業
者
か
ら
見
積
も

り
を
取
り
、
納
得
で
き
る
業
者

と
契
約
し
ま
し
ょ
う
。
「
売
電

収
入
」
や
「
補
助
金
」
の
過
剰

な
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
に
惑
わ
さ

れ
ず
、
発
電
量
や
売
電
量
、
補

助
金
に
つ
い
て
自
分
で
も
情
報

収
集
し
ま
し
ょ
う
。

　西
讃
県
民
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎
２５

−

５
１
３
５

　商
工
観
光
課
商
工
係

　
　
　
　
　☎
２３

−

３
９
３
３

すてきなローズガーデン作りに
挑戦してみませんか

「雑草と育てる無農薬でバラ庭づくり」
著：鈴木せつ子　出版：家の光協会

中央図書館で 12 日（火）から17 日（日）まで
無料配布します

太
陽
光
発
電
の

　
　
訪
問
販
売
に
注
意

赤
ち
ゃ
ん
の
笑
顔
写
真
展

一
緒
に
学
び
ま
せ
ん
か

統
合
失
調
症
の
家
族
教
室

「
ふ
れ
あ
い
の
日
」

　
　
小
学
部
体
験
入
学

電
波
の
利
用
は
ル
ー
ル
を

　
　
　
　
　
　
　
守
っ
て

就
農
相
談
窓
口

休館日　　中央・大野原・豊浜図書館　　4・11・18・25日

中央図書館 ☎23−3960　大野原図書館 ☎54−5715　豊浜図書館 ☎52−1206

大野原図書館行事予定

★おはなし会
★古典文学講座

９日（土）　午後２時～午後３時
16日（土）　午前９時30分～午前11時30分

２日（土）　午後１時30分～午後２時10分
23日（土）　午後１時30分～午後２時10分
12日（火）～17日（日）
15日（金）　午後１時30分～
　　　　　池澤夏樹著　
　　　　　「きみのためのバラ」（新潮文庫）

★おはなし会

★リサイクル図書の配布
★つぼみ愛書会６月例会

中央図書館行事予定

豊浜図書館行事予定

２日（土）　午後１時30分～午後２時30分
　　　　　さかなつりゲームをつくろう！ 
16日（土）　午後１時30分～午後２時
　　　　　「キツネのおとうさんがニッコリわらっていいました」ほか

★工作教室

★おはなし会
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相談日は、都合により変更することがあります。

交通事故相談　☎２３−３９２４　　１３日（水）・２７日（水）午前

１０時～正午　社会福祉センターふれあい相談室　弁護士

年金相談　☎０８７７−６２−１６６１　　２０日（水）午前１０時～午

後３時　市民会館第４会議室　日本年金機構善通寺年

金事務所の相談員　要予約

街角年金相談・手続き　☎０８７−８１１−６０２０　　６日（水）

午前１０時～午後３時　市役所本庁地下会議室　街角の

年金相談センター高松の相談員　事前に問い合わせ

人権相談　☎２３−３９２８　観音寺　１日（金）午前１０時～午

後３時　ふれあい文化センター／大野原　１日（金）午

前１０時～午後３時　大野原いきいきセンター／豊浜 

１２日（火）午前１０時～午後３時　豊浜福祉会館老人談話室

家庭児童相談・女性相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後４時　社会福祉センター家

庭児童相談室

母子自立相談　☎２３−３９５７　　土・日・祝を除く毎日午

前８時３０分～正午　社会福祉センター家庭児童相談室

児童相談　☎２３−３９５７　　１３日（水）午後１時３０分～午後

５時　社会福祉センター家庭児童相談室　県の専門相

談員　要予約

身障相談　観音寺☎２３−３９６３　７日（木）・２１日（木）午前

１０時～正午　社会福祉センター身障者会議室／大野原

☎５４−５７００　 ７日（木）午前１０時～正午　 大野原いき

いきセンター会議室／豊浜☎５２−１２００相談員が電話で

受付後、家庭へ訪問。支所などでの相談可

理学療法訓練日　☎２３−３９６３　　１０日（日）午前１０時～午

後４時　大野原いきいきセンター

こころの健康相談　☎２３−３９６３　　先着各３人　６日（水）

午後１時～午後３時　〇司法書士の法律相談　働く婦

人の家相談室　〇保健師のこころの健康相談　社会福

祉センターふれあい相談室

法律相談　☎２５−７７７３　　先着１２人　１２日（火）・２６日

（火）午前１０時～午後３時　社会福祉センターふれあい

相談室　弁護士

心配ごと相談　観音寺☎２５−７７７３　　５日（火）・１９日（火）

午後１時～午後３時　社会福祉センターふれあい相談室／

大野原☎５４−５７１４　７日（木）・２１日（木）午前１０時～正午

　大野原いきいきセンター／豊浜☎５２−１２１２　５日（火）

・１９日（火）午前１０時～正午　豊浜福祉会館老人娯楽室

福祉人材無料職業相談　☎２５−７７７３　　土・日・祝を除

く毎日午前９時～午後４時　市社会福祉協議会

さぬき若者サポートステーション　☎０８７７−５８−１０８０　

６日（水）午前１０時～午後４時　観音寺市中央公民館２

階会議室　就職相談など　１５～３９歳の人とその家族

少年問題相談やまびこ　☎２３−０９００　　土・日・祝を除

く毎日午前８時３０分～午後５時　少年育成センター

行政相談　☎２３−３９１５　　１５日（金）午後１時３０分～午後

４時　働く婦人の家

時
講

時
所

時

時
時

時

時

時

持

所

時

時

時

時

時

時

時

時

時

所

所
所

所

所

所

講

講

所

所

所

所

所

所

所

所
所

所

所

数

数

内 対

時

時

時

時
所

所

家事手続案内　☎２５−２６１９　　土・日・祝を

除く毎日午前９時～午前１１時３０分、午後

１時～午後４時３０分　高松家庭裁判所観

音寺支部

市長相談　☎２３−３９１５　　随時受付　要予約

所

時

受 

講

講所

ま
す
。

　ま
だ
設
置
し
て
い
な
い
人
は
、

家
族
の
大
切
な
命
を
守
る
た
め

に
も
早
め
の
設
置
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

　　

火
災
・
救
急
件
数
1

1
～

4
30

火
災

救
急

９
２
７
件

11
件

　

　　
火
災

救
急

　万
が
一
の
火
災
へ
の
備
え
は
、

住
ま
い
を
安
全
・
安
心
な
場
所

に
す
る
た
め
の
第
一
歩
で
す
。

愛
す
る
家
族
や
住
ま
い
を
守
る

た
め
に
、
し
っ
か
り
と
火
災
予

防
の
対
策
を
立
て
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　そ
の
た
め
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
は
不
可
欠
で
す
。

平
成
２３
年
６
月
か
ら
、
す
べ
て

の
住
宅
で
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
住
宅
用
火
災
警

報
器
は
、
火
災
の
発
生
を
い
ち

早
く
知
ら
せ
、
被
害
の
拡
大
を

防
い
で
く
れ
る
重
要
な
機
器
で

す
。
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
防
災

設
備
取
扱
店
、
家
電
販
売
店
な

ど
で
購
入
で
き
、
個
人
で
も
簡

単
に
取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

　
設
置
し
ま
し
た
か
？

香典返し

髙橋　幹明＝

安藤　恭次＝

篠原　直大＝

大西　久美＝

入江　利廣＝

岸　　行徳＝

豊浜町和田

粟 井 町

大野原町大野原

柞 田 町

大野原町花稲

豊浜町姫浜

石川　英雄＝

矢野　久雄＝

井上　俊宏＝

三宅　哲子＝

豊浜町和田

流 岡 町

神 戸 市

観音寺町

４月１日～３０日（敬称略）

一般寄付
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2
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６

金
こん

銅
どうせい

製馬
ば

鈴
れい

　鑵子塚の副葬品を代表するものの一つ

です。馬につける馬
ば

具
ぐ

の一種で、計６個

出土しています。鈴の中には小さな自然

石がそれぞれ１個入れられており、現在も「コロコロ」とか

わいい古代の音色を聞かせてくれます。蘇
そ

我
が

氏
し

の氏
うじ

寺
でら

である

飛
あすか

鳥寺
でら

心
しん

礎
そ

周
しゅう

縁
えん

から発見された馬鈴によく似ています。

生涯学習課文化振興係　☎２３−３９４３

鑵
かんす

子塚
づか

古墳⑤（池之尻町）
ー 母神山古墳群 ー

市内の古墳を
紹介します

渡辺ハートクリニック内科

三宅歯科医院

ファーマシィ観音寺薬局

快生堂豊浜調剤薬局

歯の衛生週間行事

高室医院

久保歯科医院

ナショナル調剤薬局

ケイ・アイ薬局

パパママ教室

植田町　☎23−2022

山本町　☎63−8500

植田町　☎57−6860

豊浜町　☎56−3260

9:00～12:00

高屋町　☎25−8311

豊浜町　☎52−2009

高屋町　☎56−0012

豊浜町　☎52−1818

9:00～11:30

医

医

歯

歯

薬

薬

辻整形外科医院

多田歯科医院

ヤマニ薬局

第健調剤薬局

池之尻町　☎57−1100

出作町　☎25−3247

昭和町　☎23−0502

豊浜町　☎56−3477

医

歯

薬

香川井下病院

河田歯科医院

ヒロ調剤薬局

姫浜調剤薬局

大野原町　☎52−2215

栄町　　☎23−1181

大野原町　☎56−3193

豊浜町　☎52−1733

医

歯

薬

育児相談

あぶあぶひろば

のびのび教室

プレママ広場

あぶあぶひろば

保

保

保 いき

いき

はつらつ会

筋力つけんな～教室

もぐもぐレッスン

はつらつ会

筋力つけんな～教室

健康栄養相談

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

10:00 ～ 11:30

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:00

いき

いき

いき

はつらつ会

３歳児健診

はつらつ会

ゆう酸素リフレッシュ体操

9:00 ～ 11:00

13:15 ～ 13:45

9:00 ～ 11:00

13:30 ～ 15:30

（ 大 野 原 町・豊 浜 町　
Ｈ20 年11月・12月生まれ）

ふれあい広場

さわやか栄養教室

３歳児健診

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 13:00

13:30 ～ 14:15

保

保

ふれ

健康栄養相談

ふれあい広場

のびのび教室

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

ふれ

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

いき

いき

ふれ

骨密度測定

あぶあぶひろば

10カ月児相談

9:30 ～ 11:00

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 14:00

（大野原町・豊浜町　
Ｈ 23 年８月・９月生まれ）

いき

育児相談

ふれあい広場

１歳６カ月児健診

ふれあい広場

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

9:30 ～ 11:30

ふれ

ふれ

ふれ

保
（旧観音寺市 H22 年 11月生まれ）

（旧観音寺市 H20 年 11月生まれ）

ぴよぴよクラブいき
9:30 ～ 11:30

ぴよぴよクラブ

  茶話会

シニアエアロビクス

ぴよぴよクラブ

健康相談

１０カ月児相談

いき

いき

9:30 ～ 11:30

10:00 ～ 12:00

13:30 ～ 15:00

9:30 ～ 11:30

13:00 ～ 14:30

13:30 ～ 14:00
（旧観音寺市Ｈ23 年8月生まれ）

保

保

保

保

愛 常

健康栄養相談

ぴよぴよクラブ

ぴよぴよクラブ

9:30 ～ 11:00

9:30 ～ 11:30

9:30 ～ 11:30

いき

いき

いき

いき

9:30～11:00

10:00～12:00

13:30～15:00

10:00～12:00

10:00～12:00

ぴよぴよクラブ

筋力つけんな～教室

ひまわりの会

ぴよぴよクラブ

３カ月児健診

のびのび教室

いき

いき

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 15:00

13:30 ～ 16:00

9:30 ～ 11:30

13:30 ～ 14:15

13:30 ～ 15:00

（旧観音寺市Ｈ24 年 3月生まれ）
保保

豊福

豊福

豊福

共福

運動器具を使って
健康づくり・体力づくりを

しましょう！
月～土曜日（日曜、祝日休み）
  9:00 ～12:00
13:00 ～ 16:00

今月の人口 （５月１日現在）

人　口

男 女

世帯数人
人

世帯
人

63,409 
30,564 

23,661 
32,845 

６月の納税
市・県民税 

（全期・１期）
納期限　７月２日（月）

納め忘れのないよう、便利な口座振替を
ぜひ利用してください。

ツイッター　観音寺市公式アカウント名
＠ｋａｎｏｎｊｉ＿ｃｉｔｙ

医
歯

薬
保
いき
ふれ

共福
常

愛

休日当番医
休日当番歯科医

休日当番調剤薬局
保健センター
大野原いきいきセンター
豊浜ふれあい会館
豊浜福祉会館

（９：００～１２：００）

共同福祉施設軽運動室
常磐総合コミュニティーセンター
伊吹公民館

愛育会行事

豊福

伊

要予約

伊


